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第 27 回講座 … 生型砂のシリカプログラム 
 

Q1. シリカプログラムの「シリカ」とは何を指しますか︖また、生型砂の
構成の中ではどこに含まれるものですか︖ 

 

「シリカ」とは、二酸化珪素（SiO2）の通称である。一般的な岩石の
主要成分であり、鋳物砂には骨材砂に含まれる。二酸化珪素自体は耐熱
性、耐酸性ともに高い。二酸化珪素と⾦属が化合した鉱物が多く存在す
るが、これらの耐熱性、耐酸性は二酸化珪素よりも劣る。 

 
 

Q2. 生型砂の「粘土分」には、大きく分けて二つの要素が含まれます。そ
れら要素の名前を挙げ、それらの配合経路や生型特性への影響などに
ついて説明してください。 

 

生型砂の粘土分は、「活性粘土」と「不活性微粉」とで構成される。活
性粘土は水分を含んで膨潤し、鋳物砂の粘結材として機能する。不活性
微粉は生型砂粒どうしの隙間を埋めて強度向上に寄与するが、一方で通
気度の低下に影響する。 

 

Q5．生型中の有効なベントナイトの量の定量について、その原理と定量判
定の方法を説明してください。 

 

ベントナイトが色素を吸着する性質を利⽤する。ベントナイトを水中
に分散させた後、濃度が判っているメチレンブルー色素の水溶液をベン
トナイトが色素を吸着できなくなるまで少しずつ加える。加えた色素の
量からベントナイト量を定量判定する。 

 
 

Q3．シリカプログラムの試験手順で実施する「強熱減量」では、生型中の
どのような成分が取り除かれますか︖ 

 

強熱減量は、試料を大気雰囲気炉中で約 1,000℃×１時間加熱し、試
料の重量減を計測する試験法である。強熱減量試験により、鋳物砂に添
加した石炭粉や炭化デンプンなどの炭素質のほか、骨材砂やベントナイ
ト中の層間水分、結晶水分などが取り除かれる。 

 
 

Q5．生型砂に含まれるオーリチックス分の定量法ではどのような方法で
オーリチックス分を分離しますか︖また、オリビン砂のような硅砂以
外の砂でオーリチックス分析が困難なのはなぜですか︖ 

 

オーリチックスとシリカの耐酸性の違いを利⽤し、鋳物砂をフッ化水
素酸溶液に浸漬･撹拌してオーリチックス分を水溶液中に溶解すること
で骨材砂から分離する。オリビン砂やシリカ純度の低い砂は⻑石等のフ
ッ化水素酸可溶分を多く含むため、オーリチックス単体の分離が難しい。 




